
事例報告 

滋賀県「学校卒業前後における青年期の福祉的支援」 

社会福祉法人しが夢翔会(大津市) 
  発達障害支援サポートセンター 
  自閉症･行動障害サポートセンター 

小﨑 大陽 

「高校・大学を対象とした 
発達障害早期支援モデル事業」 分 



滋
賀
県
と
し
て
の
問
題
意
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１ 
２）「滋賀県障害者プラン」より 

【「重点施策」の一つである 
  「発達障害のある人への支援の充実」より】 

「発達障害のある人に対す
る支援がライフステージご
とに途切れることのないよ
う福祉と教育が連携して在
学時から支援に取り組み、
発達障害のある生徒や学
生がそれぞれの特性に合
った進路選択ができるよう
、切れ目のない就労支援
の強化を図る。」 



当
事
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状
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１）特に気づきと支援の遅れに関する例 

 本人自身に気付きや困り感が無い。（が、
新たなライフステージに入った途端に困り
感が大きくなる。あるいは、困り感は不十分
だが、失敗経験は積み重なる。） 
 

  困ってはいるが、その内容や背景につい
て見当もつかず、相談できない。 
 

 学校で支援を受けて卒業できたが、ライフ
ステージが変わってその支援が切れると困
り感が大きくなる。 
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１）特に気づきと支援の遅れに関する例 

 学校内では支援を受けて大きな問題なく過
ごすが、放課後・長期休みには困っている。 
 

  学校での支援が不十分な場合。 
 

 保護者による直接的で重厚な支援で大き
な問題にならなかったが、大学内でそのよ
うな支援ができないので、学業や就職活動
が順調に進まない。（自己認識や自己調整
・自己対処が育っていない。） 
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１）特に気づきと支援の遅れに関する例 

 保護者らの心配による課題の先送り 
   ［中学] 診断を受けると、普通高校でなく特 
         別支援学校高等部に入ることにな 
        るのでは。 
   [高校] せっかく普通高校に入ったのだから 
        、普通に卒業させてやってほしい。 
        とりあえず卒業はさせてあげたい。 
   [大学] せっかく大学に・・・（同上） 



当
事
者
の
状
況 

３ 

２）気付き等が遅れたケースの把握 

 二次的障害としての精神疾患等により、病院
を受診。あるいは、退職・退学してしまってひき
こもりに陥る。 
 
 
 
 そこで初めて発達障害への気付きがあり支援
が開始されるケースが、相当数おられる。（ただ
、二次障害等の程度が強いので、問題が複雑
化・重篤化・固着化している場合が多い。） 
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１）趣旨 

[学校外] 
＊発達障害者支援センター 
＊就労支援機関 
＊医療機関 
＊一般相談     その他 

[

学
校] 

生徒･学生 

当
セ
ン
タ
ー 

      

  学校と共働する。 
  機関連携も含めた支援力を高めてもらう。 
  高めるための情報提供。 

 当事者の状況に対して、高校・大学段階で
「早期」に支援が必要。 

 その過程で個別のケースについて深めるこ
とはあっても、学校の頭越しに個別支援自
体をすることは考えない。 
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２）事業内容 

      

①実施要項より 
②巡回相談に関する具体的な内容のイメージ 

 対象校に対する発達障害者支援に関する研
修等の実施 
 

 対象校に対する支援に関する巡回相談助言 
   ⇒日常的な学校での指導・支援等に関する 
     相談 
   ⇒具体的なつなぎ先に関する相談 
   ⇒連携先へつなぐための、関係づくり・気持 
     ち作り・アセスメント内容など 
 

 事業評価を行うとともに、公立学校を含めた
支援普及方策の検討 
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３）対象人数など 

      

①対象校 

滋賀県内 
７福祉圏域のうち 

 
大津福祉圏域（大津市） 

と 
湖南福祉圏域 
草津市、守山市 
栗東市、野洲市 
に所在する、 

 
私立高校（６校） 

および 
全ての大学（７校） 
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４）これまでの活動実績 

      

①事業開始にあたっての打合せ（10月） 
   滋賀県、発達障害者支援センター、など 

今年度10月13日に受託（したばかり） 

②事業の周知と関連する内容の協議（11～1月初旬） 
  ⅰ‐対象校 
    滋賀県と当センターで紹介や協議に行く。 
  ⅱ‐対象圏域向け 
    ・自立支援協議会関係 
    ・各市町の発達支援センター、など 

③具体的なケースに関すること 
   対象校とのケースを通した本格的なつながり 
  はまだ無い。 
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１）対象校の認識や状況など 

      

②モデル事業や紹介訪問に対して 

ⅰ‐事業に関して 
  福祉の「ネットワーク」自体が捉えにくいも
のであり、そのイメージがわきにくい方はモ
デル事業との関わりのイメージが持ちにく
い。特に、直接の責任はあっても、全体的
な運営に関わっていたり進学・就職に関わ
られる先生はその傾向にある。逆に、日常
的に、卒後や生活面も考えながら対応に悩
んでいる先生等には、事業のイメージがし
やすいよう。 

  モデル事業自体が、具体的で細かな事業
内容を設定していない柔軟なもの。だから
こそ、具体的にモデル事業をどのように関
わるかに悩んでいる。 
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５ １）対象校の認識や状況など 

      

②モデル事業や紹介訪問に対して 

ⅰ‐事業に関して 

  多くの学校が、学校独自にカウンセラーを
配置したり担当教員等を配置している。ま
た、既に一部の関係機関と相当につながり
ながら仕事をされている学校もある。その
中で、助言を主にした事業を具体的にどの
ように受け入れるかに、難しさがあるのかも
しれない。 
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５ １）対象校の認識や状況など 

      

②モデル事業や紹介訪問に対して 

ⅱ‐滋賀県行政との事業紹介訪問に関して 

  教育行政が直接関係していない事業であ
るため、まず対象校が多少なりとも驚かれ
たりする。 
 

 当センターは今後に向けての事業紹介の
つもりでも、学校としてはどのように利用す
るかの回答を求められている気持ちで受け
止めてくださっていることがある。それによ
り、協議が噛み合いにくかった場面もある。 
 

 全体的な運営に関わる先生が応対してくだ
さることが多かった。そのため、まず学校と
してモデル事業をどの程度理解してくださっ
たかの判断が難しい。 
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５ １）対象校の認識や状況など 

      

②モデル事業や紹介訪問に対して 

ⅱ‐滋賀県行政との事業紹介訪問に関して 

 非常に熱心で問題意識が高い方を含めた
学校内の幅広い先生に、今回の紹介訪問
に対応くださった先生がどの程度事業紹介
（周知）をしてくださるかが、まだ見えてこな
い。 
 

 現在のところ、事業理解度×校内周知度と
いった2つの視点が見えており、今後の見
通しがまだ持ちにくい。（管理職で対応くだ
さり、今後直接の担当者へ再訪問する学校
もある。） 
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５ １）対象校の認識や状況など 

      

②モデル事業や紹介訪問に対して 

ⅱ‐滋賀県行政との事業紹介訪問に関して 

 年度途中・年末業務時、および、高校の成
績処理期間や冬休みや入試、さらには、大
学のテスト期間や春休みなどが重なる時期
であった。それ故に、学校側からの依頼の
出足が鈍っている可能性がある。 
 

 事業紹介訪問で好感触（例：毎月１・２回詰
めて、教員や生徒の様々な日常的相談に
応対してほしい。）でも、事業導入にあたっ
ての校内の調整・周知や保護者の了解を
得るプロセスに時間がかかり依頼につなが
っていない可能性がある。 
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５ ３）協議等で見えてきた、 
  今後モデル事業に期待される仕事や課題 

      

①対象校内 

ⅰ‐ケース相談（巡回相談） 
ⅱ‐研修等 
  ＊教職員向けの研修 
  ＊生徒向けの研修 
    ⇒発達障害そのものに関する啓発や自 
      己認識を深めるための研修。（建前上 
      は、発達障害に限定せず、広く人権研 
      修等のイメージで行う。） 
    ⇒卒業時に、卒後に相談応対できる機 
      関や、気軽に相談できる旨の紹介。 
  ＊保護者向け啓発研修（生徒向けに同じく
、 

    広いテーマで実施。） 
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５ ３）協議等で見えてきた、 
  今後モデル事業に期待される仕事や課題 

      

①対象校内 

ⅲ‐その他 
  ＊モデル事業の具体的な業務内容例を、文 
    書化して各校に提示してみる。 
  ＊専門相談機関に担任・担当からの連絡が 
    あった際に、モデル事業の再周知を行っ 
    てもらう。 

      

②連携 

＊既に福祉の支援・相談を受けているケース 
  について、学校での適切な支援に期待され 
  る場合、福祉機関や保護者から学校へモデ 
  ル事業導入を提案してもらう。 
 



以上で終了いたします。 

ありがとうございました。 


